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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年 5 月 20 日の決算発表時に公表した業績予想につ

きまして、下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 17 年 3 月期中間業績予想数値の修正(平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日)   
【連 結】   (単位:百万円､％) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想(Ａ) 

(平成 16 年 5 月 20 日発表) 
46,600 300 150 

今回修正予想(Ｂ) 43,680 156 98 

増減額(Ｂ－Ａ) △2,920 △144 △52 

増減率 △6.3 △48.0 △34.7 

前期(平成 16年 3月期中間)実績 43,596 250 103 

  
【単 体】   (単位:百万円､％) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想(Ａ) 

(平成 16 年 5 月 20 日発表) 
46,397 321 167 

今回修正予想(Ｂ) 43,387 159 92 

増減額(Ｂ－Ａ) △3,010 △162 △75 

増減率 △6.5 △50.5 △44.9 

前期(平成 16年 3月期中間)実績 43,344 251 97 

 
 
 
 
 
 



２．修正の理由（連結・単体） 

  当中間期におきましては、全般的な受診抑制が続くなか、医療機関等における共同購入

の動きなどの影響により価格面に対してもより一層厳しさを増し、さらなる卸間の競争激

化を招くことになり、当社の主力部門である医療用医薬品の業績に当初予測を上回る影響

を与えることとなりました。また、一方の主力部門の医療機器分野につきましても基幹病

院を中心に大型備品に対する予算執行が全般的に低調なものとなり、その結果売上高は当

初予想を下回る見込みとなりました。利益面につきましては、売上高が予想を下回ったこ

とによる売上総利益の低下が影響し、経費の節減に努めましたが、経常利益、当期純利益

とも予想を下回る見込みとなりました。なお、子会社が９月上旬の台風による被害を受け

たため災害損失金（２８百万円）を特別損失に計上したことも連結当期純利益の下方修正

の要因となっております。 

 

３．通期の業績見通しについて 

  通期（平成１７年３月期）の業績予想につきましては、現在見直しを行っており、１１

月１８日に予定しております中間決算発表時にお知らせいたします。 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                    以  上 

 


